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研究概要 

 

I. 腎機能障害進展調節（腎機能障害を抑制し、回復させる手段の構築） 

 １．腎不全患者約１５００例のデータから、腎不全の進行を加速する要因とその是正手段について検討し、

降圧薬（ACEI, ARB）と経口吸着療法用炭素製剤との併用療法の意義を検討中である。一部の患者でみ

られる腎機能の回復についても解析中である。 

 ２．カルシウム・リン管理と PTH 制御の腎不全進行に及ぼす影響を腎不全モデルで検討し、calcimimetics

を投与すると PTH,カルシウム・リン積は著明に低下し、腎不全の進行は抑制された。今後は臨床での

検討が期待される。 

 ３．腎機能障害を促進・あるいは修復する遺伝子の解明を目的に、腎不全病態で発現の変化する腎組織遺伝

子とそれらの表原型を解析中である。 

 

II 腎不全合併症とその修復 

 １．副甲状腺カルシウム受容体(CaR)異常の２次性副甲状腺機能亢進症(2HPT)における病因的意義を解明す

るため、腎不全ラットの副甲状腺 CaR、ビタミンＤ受容体発現と細胞増殖の関連と、これに及ぼす各種

治療の影響を検討した。その結果、各種の治療手段が各々の機序で 2HPT の発症・進展を調節できるこ

とが示された。 

 ２．無形成骨症の原因である PTH に対する腎不全骨の抵抗性と、腎不全にもかかわらず十分な PTH が分泌

されない機序を検討した。 

 ３．２HPT に関連する遺伝子異常について、２HPT ラットと正常ラットの副甲状腺内遺伝子の相違から候

補遺伝子の同定を試みている。 

 ４．難治性２HPT 患者に活性型ビタミンＤ製剤を副甲状腺内に直接注入し、本法はエタノール局注法に匹敵

する効果をより安全に達成できること、その過程に副甲状腺細胞アポトーシスの関与することを示した。 

 ５．血液透析患者の転帰と管理方法の関連に関する国際共同研究として、日、米、欧の国際研究を４年間に

わたり実施し、その結果は次々と論文化している。 

 ６．新しい腎不全治療システムとして、連日短時間血液透析を導入し、その効果を多施設共同で検討した。

その結果、本法は患者予後や QOL の向上につながることが明らかにされ、本システムの在宅治療用機

器開発を進めている。 
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における ESA 製剤投与量削減効果の検証 第５９回日本透析医学会学術集会・総会 2014.6.12-15 神

戸 

１５．阿部貴弥・藤岡知昭：血液透析用カテーテル（DLC）が迷入した二例 第５９回日本透析医学会学術集

会・総会 2014.6.12-15 神戸 

１６．阿部貴弥・佐藤健介・松浦朋彦・常磐傑・佐々木成幸・小野田光敬：腹膜透析患者におけるインドキシ

ル硫酸の検討 第２０回日本腹膜透析医学会 2014.9.6-7 山形 

１７．佐藤聡哉・阿部貴弥・高橋美穂子・藤岡知昭：全有機炭素（TOC）計を用いた RO 水質管理の経験 第

３０回日本工学治療学会学術大会 2014.321-23 名古屋 

１８．佐々木成幸・倉本 光・矢浦 諒・神津純一・佐々木 潤・高澤由美子・小野田充敬・阿部貴弥：PS 膜

の長期臨床使用が及ぼす影響～10 年間の各種臨床データからの検討～ 第５９回日本透析医学会学術

集会・総会 2014.6.12-15 神戸 

１９．杉村淳・大森聡・阿部貴弥・高田亮・小原航・丹治進・藤岡知昭：当科における近年の献腎移植 第 47 

   回日本臨床腎移植学会 2014.3.12-14 奈良 

２０．小野田充敬・佐々木成幸・高澤由美子・常盤傑・阿部貴弥・藤岡知昭：当院血液透析患者における血清    

   カリウム（K）値の検討 第５９回日本透析医学会学術集会・総会 2014.6.12-15 神戸 

２１．佐藤聡哉・阿部貴弥・高橋美穂子・藤岡知昭：全有機炭素（TOC）計を用いた RO 水質管理の経験．第

５９回日本透析医学会学術集会・総会 2014.6.12-15 神戸 

２２．常盤傑・阿部貴弥・藤岡知昭・松浦朋彦・後藤康樹・後藤康文：腹膜透析患者に発症した好酸球性腹膜 

   炎の１例 第５９回日本透析医学会学術集会・総会 2014.6.12-15 神戸 

２３．佐々木成幸・倉本光・矢浦諒・神津純一・佐々木潤・高澤由美子・小野田充敬・阿部貴弥：PS膜の長期 

   臨床使用が及ぼす影響～10 年間の各種臨床データからの検討～ 第５９回日本透析医学会学術集会・総

会 2014.6.12-15 神戸 

２４．今福匡司・南雲恒平・杉森剛志・阿部貴弥・申曽洙・渡邉博志・山田尚之・田中元子・松下和孝・小田 

   切優樹・丸山徹：透析患者における新規酸化ストレスマーカーとしてのシステイン付加Cys34アルブミ 

   ンの有用性の評価 第57回日本腎臓学会学術総会 2014.4-6 横浜 

２５．高橋美穂子・阿部貴弥・佐藤聡哉・千葉健太：個人用透析装置におけるカリウム補正に関する検討 第 

      25回日本急性血液浄化学会 2014.10.10-11 千葉 

 

 

  ｄ）地方学会  

  １．山本脩人・田中佑典・井関景子・龍田浩一・重松隆：塩酸メキシレチンによる薬剤性過敏症症候群にて

急性尿細管質性腎炎を呈した 1 例 第４４回日本腎臓学会西部学術大会 2014.10.3-4 神戸 

 ２．津村將己・南方大和・田村渉・國本悟子・森畠真里・山中慎太郎・是枝大輔・龍田浩一・大矢昌樹・美



馬亨・根木茂雄・重松隆：ステロイド、エンテカビル併用療法が有効であった急速進行性糸状体腎炎を

呈したクリオグロブリン血症の一例 第４４回日本腎臓学会西部学術大会 2014.10.3-4 神戸 

 ３．南方大和・津村將己・田村渉・國本悟子・森畠真里・山中慎太郎・是枝大輔・龍田浩一・大矢昌樹・美

馬亨・根木茂雄・重松隆：若年に発症した MPO-/PR3-ANCA 陰性 pauci-immune 型半月体形成性腎炎

の一例 第４４回日本腎臓学会西部学術大会 2014.10.3-4 神戸 

  

  

 ｅ）その他（研究会等） 

  １．重松隆：ランチョンセミナー「リンから考える今後の透析治療」第２０回日本 HDF 研究会学術集会  

      2014.11.1-2 神戸 

 ２．重松隆：特別講演「CKD におけるリンのインパクト」第３３回関西腎不全研究会 2014.2.16 大阪 

 ３．重松隆：骨作動薬—今後の治療展望— 第２５回日本腎性骨症研究会 2014.2.22 品川 

 ４．重松隆：特別講演「わが国の透析療法の今後を考える」第５回 EARTH 研究会 2014.3.28 東京 

 ５．重松隆：特別講演「CKD におけるリン管理の重要性について」Hamamatsu CKD-MBD 研究会 2014   

   2014.6.5 浜松 

  ６．重松隆：特別講演「わが国の透析療法の今後を考える—切り口としてのリン—」透析療法カンファレンス  

   2014.7.15 和歌山 

 ７．重松隆：講義「透析患者における検査成績の見方・考え方」 平成 26 年度透析両方従事職員研修  

   2014.7.20 埼玉                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

  ８．重松隆：特別講演「慢性腎臓病（CKD）と血管障害—リンのインパクト—」第１３回和歌山動脈硬化セミ  

      ナー 2014.8.21 和歌山 

 ９．重松隆：特別講演「リンから考える今後の透析医療」第 83 回大阪透析研究会 2014.9.7 大阪 

 １０．重松隆：一般演題「血管組織培養における血管中膜石灰化の再現の試み」第１９回日本腎循環器病研究 

    会 2014.9.13 東京 

 １１．重松隆：保存期および透析期におけるリンの話題 大阪 CKD-MBD 研究会 2014.9.25 大阪 

 １２．重松隆：講義科目「骨・ミネラル代謝異常」透析技術認定士 平成 26 年度『認定更新のための講習会』 

        2014.10.5 大阪 

 １３．重松隆：特別講演「リンと Ca から考える透析療法の現在と未来」第 26 回兵庫県透析合同研究会  

    2014.10.5 神戸 

１４．重松隆：特別講演「CKD 患者における血管障害-血管石灰化を中心に–」埼玉県南部透析合併症治療セ 

      ミナー2014 2014.10.9 川口 

 １５．重松隆：特別講演「慢性腎臓病（CKD）と血管障害〜リンのインパクト〜」CKD 保存期ミネラル管理 

    を考える会 2014.11.14 大阪 

 １６．重松隆：特別講演「慢性腎臓病（CKD）と血管障害〜リンのインパクト〜」CKD Total Manegement    

        Conference2014  2014.11.20 京都 

 １７．重松隆：ランチョンセミナー「リンから考える今後の透析医療」第４７会九州人工透析研究会総会   

     2014.11.30 大分  

１８．重松隆：特別講演「至適透析の指標としてのリン」旭川高リン血症治療学術講演会 2014.9.12 旭川 

１９．根木茂雄・柏井利彦・北裕次・重松隆：2012 年末和歌山県における慢性透析療法の現況 第 84 回和歌  

      山透析研究会 2014.10.26 和歌山 

  ２０．大矢昌樹：特別講演「おさえておきたい腎疾患の診断 -尿検査の重要性-」海南医師会学術講演会   

      2014.7.26 海南 

２１．大矢昌樹：血管組織培養石灰化モデルにおけるマグネシウムの血管石灰化抑制効果 ROD21 研究会  

   2014.8.23 東京 

 ２２．大矢昌樹：特別講演「おさえておきたい腎疾患の診断—尿検査の重要性—」第 484 回和歌山市医師会内科 

    部会学術講演会 2014.6.19 和歌山   

２３．是枝大輔：一般講演「感染性心内膜炎を契機に発症した急性腎障害の一例」第６回和歌山腎研究会学術 



      講演会 2014.2.6 和歌山 

２４．山中慎太郎：講演「糖尿病経過中に腎生検を施行した症例」 糖尿病治療 Night Conference 2014.3.19   

   和歌山 

２５．山本脩人：一般演題「急性尿細管質性腎炎を呈した薬剤性過敏症候群の１例」第１０回南紀循環器・腎 

   談話会 2014.10.15 新宮 

２６．井関景子：一般演題「ネフローゼ症候群で発症し急速に腎機能低下を来した腎細胞癌の１例」第９回南 

   紀循環器・腎談話会 2014.5.17 新宮 

２７．北安紀子：一般演題「ループス腎炎 IV 型における治療前後の病理組織学的検討」第１回和歌山腎・血 

      管炎・膠原病勉強会 2014.1.30 和歌山 

２８．岡本昌典：腎移植患者に対するビスフォスフォネート治療〜骨量の改善と血管石灰化の進展抑制の観点  

      から〜 第１３回和歌山動脈硬化セミナー 2014.8.21 和歌山 

２９．岡本昌典：「あなたの腎臓を守るためには」  済生会和歌山病院 市民公開講座  2014.11.8 和歌山 

３０．屋代充：慢性腎不全モデルマウスにおける新規化合物 ChemicalA の血管石灰化抑制についての検討  

      第７回慢性腎臓病（CKD）病態研究会 2014.8.2 東京  

３１．宇井広士・安藤晴光・山本康久・井関景子・田中佑典・山本脩人・龍田浩一：当院血液透析患者におけ

る無呼吸低呼吸指数と透析間体重増加率に関する検討 第８４回和歌山透析研究会 2014.10.26 和歌

山 

３２．秋山さちこ・新屋智珠子・有馬三喜・辻井淳史・秋山速・辻内政行・加太勇・前田有香・後藤哲也・児

玉直也・前田明文・笹原寛・角門真二・児玉敏宏・芝地栄登・大谷晴久・重松隆：当院における在宅血

液透析と施設血液透析の健康関連 QOL の比 第８４回和歌山透析研究会 2014.10.26 和歌山 

３３．吉本静佳・奥野秀人・安井研・前田有香・芝地栄登・大谷晴久・後藤哲也・児玉直也・前田明文・笹原

寛・角門真二・児玉敏宏：当院における災害対策（災害対策教室を通じて）第８４回和歌山透析研究会 

2014.10.26 和歌山 

３４．川口勝・高垣裕彦・柳瀬美穂・北野拓志・岡本光平・山口真喜子・今中大輔・谷口広子・木原理恵・  

   三田裕規・笹原寛・芝地栄登・大谷晴久・児玉直也・後藤哲也・角門真二・前田明文・児玉敏宏：エポ

チンベータペゴル（ミルセラⓇ）の週一回投与の検討 第８４回和歌山透析研究会 2014.10.26 和歌山  

３５．阿部貴弥：講義「アフェレシス治療の実際」第２回アフェレシス研修会 2014.7.4-5 札幌 

３６．阿部貴弥・佐々木成幸・丸山徹：アルブミン結合毒素の除去に対する On-line HDF の効果 第２０回 

      日本 HDF 研究会学術集会・総会 2014.11.1-2 神戸 

３７．阿部貴弥・小原航・高橋美穂子・佐藤聡哉：AN69ST-CHDF が効果的であった敗血症性ショックの１ 

   例 第 512 回岩手泌尿器科懇話会 2014.11.21 盛岡 

３８．阿部貴弥：バスキュラアクセスについて 第１回いわて腎・血液浄化研究会 2014.2.16 盛岡 

３９．阿部貴弥・高橋美穂子・佐藤俊哉・佐々木成幸・藤岡知昭：単純血漿交換に併用する透析療法の検討． 

   第 24 回東北アフェレシス研究会 2014.3.15 仙台  

４０．佐々木成幸・倉本光・矢浦諒・神津純一・佐々木潤・高澤由美子・小野田充敬・阿部貴弥・西山枝里・ 

   渡邉哲夫・鴇田拓也：PS 膜の長期臨床使用における各種臨床データの検討 第 29 回ハイパフォーマン 

   ス・メンブレン研究会 2014.3.8-9 東京 

４１．佐々木成幸・阿部貴弥・丸山徹：ビタミン E 固定化膜のアルブミン酸化還元能に対する影響～on-line HDF 

     その他治療モードとの比較～ 第 15 回 Vitamembrane 研究会 2014.7.12 東京 

４２．小向豊明・黒澤千穂子・佐々木梢・田代美穂・新田沙希子・高澤由美子・佐々木成幸・小野田充敬・阿 

   部貴弥 フサン特異IgE測定キットの使用経験 第48回岩手腎不全研究会 2014.10.26 盛岡 

４３．菊地克江・川崎明美・阿部貴弥・小原航：血液透析に関わるスタッフの医療事故に対する意識調査 第 

   48回岩手腎不全研究会 2014.10.26 盛岡 

４４．金子真理子・菊地克江・川崎明美・阿部貴弥・小原航：高齢認知症患者の透析療法非導入事例を経験し 

   て 第48回岩手腎不全研究会 2014.10.26 盛岡 

 

  



 ◇その他（講演会等）  

  １．重松隆：特別講演「心臓と腎臓の接点：糖尿病性腎症を中心に」第５回新宮地区 CKD 講演会 2014.1.18   

      新宮 

 ２．重松隆：特別講演「透析液から見た透析医療—透析液 Ca 濃度を中心に—」さいたま透析療法講演会  

   2014.2.14 大宮 

 ３．重松隆：「腎臓は何をしているか？役割から考える慢性腎臓病」市民健康講座 2014.2.15 御坊 

 ４．重松隆：特別講演「リンは悪者か？リンから考える今後の透析医療」愛媛県東予地区 CKD-MBD 講演 

   会 2014.4.5 新居浜 

  ５. 重松隆：特別講演「透析液から見た透析医療 〜透析液 Ca 濃度を中心に〜」キンダリー透析剤４号    

     シリーズ発売３周年記念講演会 2014.5.22 徳島 

 ６．重松隆：特別講演「至適透析の指標としてのリン」ホレスノール５周年記念講演会 in 北大阪 2014.7.24    

      大阪 

  ７. 重松隆：「人工透析！何それ？どんなん？」第６回那賀病院市民健康フェスティバル 2014.8.23 紀の川 

  ８． 重松隆：特別講演「保存期及び透析のリン管理について」ホレスノール発売５周年記念講演会 2014.9.11     

   島根 

 ９． 重松隆：特別講演「腎代替療法の課題と今後の展望」透析液剤発売 50 周年記念 腎臓病講演会 2014.9.20 

      大阪 

１０．重松隆：講演「腎代替療法の課題と今後の展望」透析液剤 50 周年記念-腎臓病講演会- 2014.10.25 品 

      川 

１１．大矢昌樹：「慢性腎臓病を悪化させないためにできること」慢性腎臓病（CKD）予防啓発県民公開講座   

      2014.1.26 和歌山 

１２．山本脩人：特別公演「新宮地区の CKD 患者管理–新宮市立医療センターの今後の展望–」第６回新宮地 

   区 CKD 講演会 2014.9.10 新宮 

１３．山本脩人：「新たな国民病、慢性腎臓病を知ろう」慢性腎臓病（CKD）予防啓発県民公開講座 2014.11.9  

   新宮 

１４．山本脩人：「慢性腎臓病の早期発見と治療」慢性腎臓病重症化予防指導者研修会 2014.11.9 新宮 

１５．阿部貴弥：基調講演「腎臓病の ABC-あなたの腎臓は大丈夫？-」慢性腎臓病（CKD）講演会 2014.11.15  

   大船渡 

 

 

 ◇研究費交付状況 

 １．平成２４年度科学研究費補助金（基盤研究 C）美馬亨：線維芽細胞増殖因子２３の脾臓における発現の

生物学的意義についての解析 

 ２．平成２５年度科学研究費補助金（基盤研究 C）大矢昌樹：腎機能低下に伴う Mg 代謝異常の骨由来リン

利尿因子と抗加齢蛋白に対する効果の検討 

 ３．平成２６年度日本腎臓財団 腎不全病態研究助成 園生智広：血管中の膜石灰化の促進・抑制機序の解明—

マグネシウムの血管石灰化機序の解明—」 

 


